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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 1,074 121.6 12 － 8 － △0 △99.3

2024年３月期中間期 484 △61.8 △96 － △124 － △99 －

（注）包括利益 2025年３月期中間期 7百万円（－％） 2024年３月期中間期 △94百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 △0.07 －

2024年３月期中間期 △10.99 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 8,420 7,775 90.5

2024年３月期 8,362 7,768 91.0

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 7,616百万円 2024年３月期 7,609百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 － 0.00

2025年３月期（予想） － 2.00 2.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,444 97.5 138 195.8 134 169.9 99 150.4 11.04

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 9,051,000株 2024年３月期 9,051,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 639株 2024年３月期 639株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 9,050,361株 2024年３月期中間期 9,050,415株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における当社グループの連結業績は売上高1,074百万円(前年同期比121.6％増収)、営業利益

12百万円（前年同期は営業損失96百万円)、経常利益は8百万円（前年同期は経常損失124百万円）、親会社株主に帰

属する中間純損失は0百万円（前年同期も親会社株主に帰属する中間純損失99百万円)となりました。

①医療関連事業セグメント

　売上高1,007百万円(前年同期比140.8％増収)、営業利益180百万円(前年同期比138.6％増益)となりました。

　アライアンス先医療機関が保有する総病床数は5,180床、アライアンス先施設の内訳は無床診療所６施設、有床

診療所８施設、病院（介護医療院を含む）27施設、介護老人保健施設12施設の計53施設で前連結会計年度末より増

加しています。

②不動産関連事業セグメント

　売上高66百万円(前年同期比0.5％増収)、営業利益18百万円（前年同期比9.0%減益)となりました。

固定資産の２件、引き続き不動産の賃貸事業を行なっております。

・北海道釧路市所在の商業施設

・北海道留萌市所在の商業施設

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比して0.7％増加し、8,420百万円となりました。主な要

因は、現金及び預金590百万円の減少があった一方で、営業貸付金351百万円、建物及び構築物99百万円及び長期貸

付金170百万円の増加があったことによります。

（負債）

　負債は前連結会計年度末に比して8.6％増加し、644百万円となりました。主な要因は、その他流動負債27百万円

の減少があった一方で、支払手形及び買掛金21百万円、長期借入金39百万円の増加があったことによります。

（純資産）

　純資産は前連結会計年度末に比して0.1％増加し、7,775百万円となりました。主な要因は、利益剰余金0百万円

の減少があった一方で、為替換算調整勘定8百万円の増加があったことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年５月15日付「2024年３月期決算短信（日本基準）（連結）」で発表した業績予想より変更ありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,769 2,179

売掛金 142 148

営業貸付金 1,068 1,420

商品及び製品 17 13

原材料及び貯蔵品 0 0

短期貸付金 8 8

その他 200 203

貸倒引当金 △288 △306

流動資産合計 3,917 3,665

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 717 816

土地 730 752

リース資産（純額） - 3

建設仮勘定 1 -

その他（純額） 15 29

有形固定資産合計 1,465 1,602

無形固定資産

のれん 77 68

その他 5 4

無形固定資産合計 82 73

投資その他の資産

関係会社株式 794 800

長期貸付金 1,995 2,165

繰延税金資産 20 20

敷金及び保証金 65 69

その他 509 510

貸倒引当金 △488 △488

投資その他の資産合計 2,896 3,079

固定資産合計 4,444 4,755

資産合計 8,362 8,420

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 151 172

１年内返済予定の長期借入金 0 10

未払法人税等 18 21

賞与引当金 0 1

リース債務 - 0

その他 255 228

流動負債合計 426 434

固定負債

長期借入金 0 40

リース債務 - 2

資産除去債務 18 18

長期預り敷金保証金 145 145

その他 2 3

固定負債合計 166 210

負債合計 593 644

純資産の部

株主資本

資本金 3,049 3,049

資本剰余金 3,012 3,012

利益剰余金 1,555 1,554

自己株式 △0 △0

株主資本合計 7,616 7,615

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △6 1

その他の包括利益累計額合計 △6 1

新株予約権 158 158

純資産合計 7,768 7,775

負債純資産合計 8,362 8,420
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 484 1,074

売上原価 73 524

売上総利益 410 549

販売費及び一般管理費 507 536

営業利益又は営業損失（△） △96 12

営業外収益

受取利息 0 0

その他 0 0

営業外収益合計 0 1

営業外費用

支払利息 - 0

持分法による投資損失 6 1

子会社株式取得関連費用 21 -

その他 1 3

営業外費用合計 28 5

経常利益又は経常損失（△） △124 8

特別利益

固定資産売却益 - 2

受取保険金 9 -

出資金評価損戻入益 1 0

特別利益合計 11 2

特別損失

固定資産除却損 - 0

解体費用 - 9

特別損失合計 - 9

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△112 2

法人税等 △13 2

中間純損失（△） △99 △0

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △99 △0

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純損失（△） △99 △0

その他の包括利益

持分法適用会社に対する持分相当額 4 8

その他の包括利益合計 4 8

中間包括利益 △94 7

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △94 7

非支配株主に係る中間包括利益 - -

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（表示方法の変更）

　前連結会計年度において、「流動負債」の「その他」に含めていた「1年内返済予定の長期借入金」は、金額の

重要性が増したため、当中間連結会計期間より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」に表示していた255百万円は、

「1年内返済予定の長期借入金」0百万円、「その他」255百万円として組み替えております。

　前連結会計年度において、「固定負債」の「その他」に含めていた「長期借入金」は、金額の重要性が増したた

め、当中間連結会計期間より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年

度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「固定負債」の「その他」に表示していた2百万円は、

「長期借入金」0百万円、「その他」2百万円として組み替えております。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。ただし、当該見積実効税

率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によってい

ます。

前中間連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年９月30日）

当中間連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年９月30日）

減価償却費 31百万円 34百万円

のれん償却額 －百万円 8百万円

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当中間連結累計期間における中間連結キャッシュ・フロー計算書に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産

に係る減価償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

中間連結損
益計算書計
上額（注）

２
医療関連 不動産関連 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 418 4 422 422 - 422

その他の収益 - 62 62 62 - 62

外部顧客への売上高 418 66 484 484 - 484

セグメント間の内部売上高又

は振替高
- - - - - -

計 418 66 484 484 - 484

セグメント利益又は損失（△） 75 20 95 95 △192 △96

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

中間連結損
益計算書計
上額（注）

２
医療関連 不動産関連 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,007 4 1,011 1,011 - 1,011

その他の収益 - 62 62 62 - 62

外部顧客への売上高 1,007 66 1,074 1,074 - 1,074

セグメント間の内部売上高又

は振替高
- - - - - -

計 1,007 66 1,074 1,074 - 1,074

セグメント利益 180 18 199 199 △186 12

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１　セグメント利益又は損失の調整額△192百万円には、セグメント間取引消去10百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△203百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当中間連結会計期間において、福山医療器株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことに伴い、「医

療関連」セグメントにおいてのれんが発生しています。当該事象によるのれん発生額は86百万円でありま

す。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１　セグメント利益又は損失の調整額△186百万円には、セグメント間取引消去12百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△199百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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